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 (2)-1大和時代編 

メソポタミヤで文明が開かれて、5000 年の時が流れ、その間に「ガレン（130～201）が薬に適量の

あること（至適量）」を教えて、「“テリアカ（解毒薬）”が治療薬」として使われ、かなり高度な医療が行

なわれていた（第３回報）。そのころ、わが国にはまだ文明の灯が灯っておらず、全くどんな世界であったのか

も分からない。わずかに、古代中国の文献に現れた文字から類推するしか出来ない。このような中で、「く

すり文化」については、第１回報で「くすりはいつごろから世に現れたか」をテーマにあれこれ考察し、「６世

紀頃」と推察できた。実際、日本では薬物に関係のある記録は 6 世紀の頃まで極めて少なく、ほとんど

分かっていないが、大陸と人や物の交流が盛んになった[大和時代(4 世紀半ば～600 頃)]の頃から、


